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夏休みの時期は、夏祭り等イベントで
の開放的な雰囲気になり、犯罪やトラブ
ルに巻き込まれる危険性が増加します。

6月21日に開催した「舘山唱楽校」
は、鈴木庸子さん（千厩字町浦）を
講師に、美しい歌声を出す準備として、
ストレッチや表情を作る練習を行いま
した。
今後は今年の楽曲「花は咲く」な

ど全50曲を、受講生24人が歌えるよう
に取り組んでいきます。
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また、普段の生活を通じ
て気がかりな少年や親を発
見したときは学校や警察へ
の相談・情報提供などを
通じて地域ぐるみで非行犯
罪の防止に努めましょう！

夏休みは

6月20日、千厩保育園で出前映
画会を開催しました。
園児40人は、「交通安全」など

の映画を興味深く見ていました。
次回もお楽しみに！

6月22日、親子体験スクール
「スイーツづくり」を開催。
しばた菓子店の柴田健二さ

んを講師に、7家族16人の親子
は、クレープとプリンづくりに
挑戦しました。
子ども達はみんな、上手に

クレープを作り、おいしくいた
だきました。

中期・元気セミナーは20日、佐藤維富
さん（小梨）を講師に、「本場中国の水
餃子づくり」を行いました。
食欲がわかない夏でも美味しく食べられ、

ビールのつまみにもぴったりな水餃子。
男性向けに開催した講座でしたが、受

講生5人は、しっかりマスターできました。

講師から指導を受ける受講生


